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　TExrDk94 装置 の UMLOCK システム を用 いて高 Z 材料の 匪 ℃ 適

合性 を検討 中で あ る．これ までに タングス テン（W ）リミターを DBIT 以

下の 初期温度からプラズマ照射すると，ひび割れが生じて破壊に至る場

合が ある ことを確認 した．W 材料を細か い部分に切 り分けてプラズマ に

接触する 部分に 貼 り付ければ クラッ クが生じて も，その 進展は切断部

で止まる．この効果 を利用 すれ ば 大きな破壊 を生 じない 耐久性に優 れ

た高 Z 材べ 一ス の PFC 　wa を実現し得る．そ こ で銅材料の 表面に 1 

厚の W を貼 り付け，1ern間隔 で溝を切っ た構造 の W ブラシ リミ タ
ー

を

製作 し，  OR・94エ ッジ プ ラズ マ を用 いて 高熱流東実験を行っ た．
　F悳 1 に実験 装置の配置 と，赤 外線カ メラ により頭頂部か ら観測 した

プ ラズマ照射中の リミター観測結果を示す．赤外線カメ ラの像か ら，イ

オン ドリフ トサイ ド側，頂点か ら 3cm の 位置で入 熱が最大になっ て い

る 事が分か る．また，実験中 リミタ≒ 表面へ の 銅と思われる液体の染み

出しが観測され （Fig　1中に も確認 され る）高温で 使う際には 母材や接

合部材料の 選 定が重要である事が 分か っ た．実験後 リミタ
ー

表面を調査

したところ，クラ ッ クの進展が実際に溝部で終端されて おり，本構造が

ク ラッ ク進 展抑 止 に効 果があ る ことが分 か っ た．プラズマ に与え る影 響

は．ほぼ純 W テ ス トリ．ミターと同じで ，特に ブラ シエ ッ ジ部分か ら多

くの W が 放出 され た 形跡は 認め られ な か っ た．

29pAl4P

　　　　　　　　　　　　TEXTOR を用い たブラシ状W リミターからの不純物X線スペ ク トル
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高Z材料の プ ラズマ 対向壁 としての 性能評価の

ため、TEXTOR で は数々 の テス トリミタ
ー
実験

を行 っ て 来た。特に近年は高融点であるタ ング

ステ ン （W ）テス トリミタ
ー
を用いて 実験匿駟種を

行っ てい る。励 ・し、タン グステ ンはDBrT 以 下

の温度でプラズマ の照射に さらされ るとひび割
れ等を起こすこ と力明 ら力斗：な っ 為 そ こで、そ

の 対策の
一

つ として W 薄板材を銅に貼 り付け

たものに 1   間隔で切れ目を入れ ブラシ状と

したもの をテス トリミ タ
ー

として製作し島 ブ ラシ

状 Wリミタ
ー
を  〕R周辺 プラズ マ に挿入 し，

タン グス テ ン等不純物の プラズマ 中へ の侵 入

の 様子を、斜入射X線分光器 軟X線カメ ラ、ボ

ロ メータ

でそれぞれ同侍に観諏しta．　Fig．1に 典
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　　F正91H 歴 ma 　l  e軸er  pk囲 洳 し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Fig　2　Timebelvavioπ of）C−rayqvaSi℃ （mtirmtm 　in  Slty
型的な放電パラメ

ー
タを示すbFig ．2にリミ タ

ー挿入位置を変化させたときの wイオン によるx線疑似連続光の 強度の 時間変化を示す。リミタ
ー

をプラズマ中 已・
か ら45cm まで挿入すると純Wテス トリミタ

ー
を用い たときと同様に 、　NBI 放電におい てNBI をを切 っ た後、電子密度力鰔 少寸 る途中におい て W に よるX線疑以

連続光が プラズヤ 中‘で 急激に勵 吋 るのが観測 された。また、タン グステ ン不純 物がプラズマ 中」部に侵入した シ ョ ッ トで比敵する と、斜入射分光器に よ り観
測 された 中亡都にお ける タン グス テ ンの X 線疑繍 時間的振る舞い は 、ほほ ボロ メ

ー
タ信 号に対応 してお り、また、X線 カメ ラに よる

1
部 繝 分解信号に も

良く対応 しa 、ることも明ら訓 こな っ た、
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